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Unilateralhyperlucentlungの 1例
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要 旨

肺血流シンチグラフィが有用であった unilateral

hyperlucentlungを呈した稀な症例を提示した｡

症 例

32歳の男性で生来健康｡最近感冒をひき易いと

の事で来院｡胸部 Ⅹ 線写真 (Fig.1)は,いわゆる

unilateralhyperlucentlungである｡ただしFig.1

は,呼気時に撮ったものを示してある｡注意深 く観

察すると左主気管支内に類円形の腹痛影をみる｡断

層写真 (Fig.2)では,比較的立ちあが りの急な腫

痛影と,右肺に比し左肺の肺血管影の狭小化が極め

てよく表示されている｡

同時期に施行された肺血流シンチグラム (Fig.3)

は,左肺の全体的な血流低下 を示 し,左右比は

25:75であった｡2日於いて施行されたエアロゾル

吸入シンチグラム (Fig.4)では,腫癌部すなわち,

左主気管支の狭窄部位での hotspot形成 と,左肺

への吸入低下が著明であった｡気管支造影 (Fig.5)

およびCT像では,左主気管支のほぼ中央に一致し

て約 2cm 大の腰痛を認め,壁外進展は認めなかっ

た｡気 管支 フ ァイバ ー所 見 で は表 面 平 滑 な

polypoid腫虜がほぼ左主気管支を閉塞 していた｡

呼 吸機 能 で は,VC3.317,%VC80%,FEVl.0

2.217,%FEVl.081% と軽度の低下をみるも,血

液ガスは正常範囲内であった｡

左主気管支形成術 を施行 し,摘出標本は16×

13×12mm の類円形腹痛で,気管支平滑筋腫 と診

断された｡術後 1カ月での呼吸機能は,VC 3.55

∫,%VC87%,FEVl.02.967,%FEVl.086.4% と

Fig.1 ChestX-Patexpiratioh.Fig.2 Tomogra
mathilum.Noticemassinleftmainbronchusandnarrowed

leftpulmonaryvasculat

ure.改善がえられた｡左肺生検では正常肺所見で
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Fig.3 Pulmonaryperfusionscintigram before

operation.Fig.4 Aerozolinl1alation scintigram befo

reoperation.Noticehotspotatleftmain

bron･chus.度容

積減少 と血流低下 をみるも,著明な改善 をみた｡左右比は35:65であった｡換気シンチ

グラムもほぼ同様な所見であった｡この低下は手術の影響と考えた｡術後約 1年での血流シンチグラ

ムでは左右比 42:58と徐々に改善 し,左肺の容積 も少 しずつ改善 をみた1)0
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